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る。本研究では、当施設の GCU に入院中のベッド上の新生児 10 名を平均 10 日
間にわたってカメラにて撮影し、新生児の状態を Brazelton らの state を用い
て評価した。また、介入に適した状態として定義した Middle 群を含む Activity 
level という状態評価法を新たに提案し、新生児の状態を分類した。画像解析
を用いて新生児の体動を Activity と Pause time の２つの指標として定量化し、
state 毎および Activity level 毎に比較した。また、指標ごとに cutoff 値を
算出し、Middle 群の感度、特異度を算出した。結果、2 つの指標において state
の多くの群間、および Activity level のすべての群間で有意差を確認した
(p<.01)。 Middle 群の感度、特異度は、最高で 71.7%(Activity)、 51.2%(Pause 
time)だった。本研究により、新生児の動画像から、state を定量的かつ自動的
に評価できる可能性を示した。さらに、 Activity level という状態評価法を用
いて新生児への介入に適した状態を評価することができた。これにより、医療
スタッフの負担なく、新生児のストレスを軽減できる可能性が示唆された。  
